
緊急のお知らせ  

屋外広告物の安全管理について 

平成 27年２月、北海道札幌市内で屋外広告物の一部が強風により落下し、
通行人が意識不明の重体となる事故が発生しました。 
 屋外広告物は、雨や風、強い日差しなどの厳しい自然環境にさらされており、 
表面はきれいな看板に見えても、内部では知らず知らずのうちに腐食が進み、
落下や倒壊等の事故を生じ、取り返しのつかない事態を招く恐れがあります。 
看板はあなたの会社や店舗等の信用・信頼を背負う大切な「顔」です。 
定期的に 汚れ、サビ、破損、部品の欠落、照明装置の不点灯等の危険サイン
をチェックし、適切な処置を行い、安全管理に努めましょう。 

 こんなポイントに注意して、日常点検をしましょう。 
① サビ：鉄骨等の主要部材やボルト等の取付具のサビは、破損の第一歩。 
② 汚れ：看板からサビ汁がたれていたら、鉄骨、ボルト等の劣化の疑い。
③ ズレ・欠落：板面のズレ、ボルト等の取付具の欠落は看板落下の恐れ。 
④ 照明の不点灯：照明器具の寿命や漏電等の疑い。漏電の場合は火災の恐れ。

早期対応なら、サビを落とし保護材を塗布する等の簡単な処置で済むものも、
放っておくと取替えや大規模補修により多額の費用がかかり、事故が発生した
場合は賠償責任を問われることもあります。 

会社や店舗等の「顔」である看板を美しく長持ちさせるためには、保守管理
のスケジュール化が有効です。更新申請のタイミングでしっかりと安全点検を
行い、問題点を解決しておくことが、持続可能なしくみづくりにつながります。
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１ 危険な予兆をチェック！ 早期発見が事故を防ぎます

２ 見つけたら専門家に相談！ 早期対応が費用負担を抑えます 

３ 更新申請時に総合点検！ スケジュール化で持続可能なしくみづくり 

裏面もチェック！



安全点検のチェックポイント 

サビ、汚れ、板面のズレ、変形などは危険なサインです。 

事故が起きてからでは遅い！！ 

事故防止のためには、 
早期発見、早期対応を！ 

※写真は札幌市内の事故とは関係ありません。 

サビ汁汚れ

壁のサビ汁汚れは、カバー内部にある
取付具(ボルト等)にサビが発生して 
いるかもしれません。

取付具
カバー

板面の変形・ズレ

主要部材のサビ

看板基礎のひび割れ

ポール看板の倒壊 欄間看板の板面落下

袖看板の底部脱落


